
効率化（１） 机上査定上限額の引上げ

通常、机上査定は、３００万円未満のものに限られているが、

この机上査定上限額を引上げることで実地査定件数を減らし、査定
に要する時間や人員の縮減を図ることができる。
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別紙１



採択保留
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効率化（２） 採択保留金額の引上げ

通常、金額保留は、４億円以上となる場合に現地査定では採択を保
留し、後日決定されるが、この採択保留金額を引上げることで、現地
査定での採択が可能となり、規模が大きく、工期を要する工事でも早
期着手を図ることができる。
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効率化（４） １箇所工事の取扱い
通常、被災した箇所が１００ｍ以内の間隔で連続しているものに係

る工事を１箇所の工事とする現行の取扱いに加え、工事の工期や発
注単位を勘案して、１００ｍを超える箇所であっても「統合」することや
適度な工事発注単位に「分割」することが可能。
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100m以内の間隔で箇所をとらえると一箇所が長大となる場合に、工事の規模等を勘案した適正な｢まとまり｣と

して申請できる
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１００ｍを超えた箇所であっても事業執行効率のため、
A工区～Ｄ工区統合して申請が可能。

通常、１００ｍ以内に連続しているもの（赤枠）
を一箇所とみなすが、分割して申請が可能。

統合または分割のイメージ 【河川・道路設の場合】
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○統合または分割のイメージ 【公園施設の場合】 別紙５



１箇所工事の取り扱いの注意点

・「分割」については、法第六条第二項に規定する限度額未満で
１箇所と認められるものの分割は不可。
・「統合」については、限度額未満で１箇所と認められないものは
１００ｍ以上離れているものの統合は不可。
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災害査定までのスケジュール（案）

別紙7

第１週 第2週 第３週 第４週 第１週 第2週 第３週 第４週 第１週 第2週 第３週 第４週

令和元年10月 令和元年11月 令和元年12月

災害発生
10月12日～13日

災害調査、測量・設計、積算業務等
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